
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集❶ 　

　

表紙：表紙モデルに応募いただいた護くんとみおりちゃんです。園部公園で兄妹楽しく遊ぶ様子を撮影しました。
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サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
一
言
で
い

う
と「
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
」で

す
。

　

近
年
で
は
、
持
続
可
能
で
環
境
に
や

さ
し
い
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
ま

た
、
環
境
負
荷
の
観
点
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
自
身
の
健
康
や
地
方
の
魅
力
を

よ
り
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る
こ
と
も
人

気
の
理
由
の
一
つ
で
す
。

Ｅ
バ
イ
ク
でＥ

旅
し
よ
う

らくらくＥバイク

E バイクって？

　Eバイクとは、Electric bicycleの

略で主に電動アシストがついたスポー

ツタイプの自転車のことを指します。

　電気によるアシストで坂道や体力に

不安のある方も楽に走行することが可

能です。
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E
バ
イ
ク
観
光
の
魅
力

　

車
や
電
車
に
よ
る
移
動
の
場

合
、
ち
ょ
っ
と
魅
か
れ
る
お
店
が

あ
っ
た
り
裏
路
地
が
あ
っ
て
も
簡

単
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
駐
車
場
は
あ
る
か
な
？
」「
良
さ

げ
な
景
色
あ
っ
た
け
ど
、
今
度
で

い
い
か
」こ
う
い
う
こ
と
は
よ
く

あ
る
は
ず
で
す
。
対
し
て
、
徒
歩

は
ゆ
っ
た
り
楽
し
め
る
一
方
で
疲

れ
も
た
ま
り
ま
す
。
自
転
車
は
車

と
歩
き
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
ス
ピ

ー
ド
で
、
立
ち
寄
り
た
い
と
き
に

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
細
い
裏

路
地
で
も
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
長
距
離
乗
る

と
普
段
、
運
動
を
し
て
い
な
い
人

は
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
E
バ
イ
ク
の
出
番

で
す
。
漕
ぎ
初
め
に
ア
シ
ス
ト
が

効
く
の
で
思
い
切
り
踏
み
込
む
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
長
距
離
乗

っ
て
も
山
道
を
走
っ
て
も
疲
れ
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
普
通
の
自
転
車
よ
り
も
ス

ピ
ー
ド
が
出
る
の
で
素
早
く
移
動

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
最
も
合

理
的
か
つ
ゆ
っ
た
り
と
地
域
の
魅

力
を
堪
能
で
き
る
手
段
が
E
バ
イ

ク
な
の
で
す
。

E
バ
イ
ク
は
駐
輪
場
で

　
　
　
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す

　

園
部
文
化
観
光
協
会
と
Ｊ
Ｒ
園
部
駅

西
口
の
自
転
車
等
駐
車
場
を
管
理
す
る

株
式
会
社
駐
輪
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
で
、

Ｊ
Ｒ
園
部
駅
西
口
広
場
自
転
車
等
駐
車

場
で
２
０
２
１
年
６
月
１
日
か
ら
園
部

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

自
転
車
は
街
乗
り
電
動
自
転
車
・
電

動
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
２
種
類
が
あ

り
、
通
勤
・
通
学
や
、
観
光
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
用
途
に
合
わ
せ
た
E
バ
イ
ク
が

選
択
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

利
用
料

貸
出
か
ら
６
時
間
ま
で
５
０
０
円

貸
出
か
ら
12
時
間
ま
で
１
、０
０
０
円

貸
出
か
ら
24
時
間
ま
で
１
、５
０
０
円

ご
予
約
も
可
能
で
す

園
部
駅
西
口
広
場
自
転
車
等
駐
車
場

園
部
町
小
山
東
町
溝
辺
６
番
地
19
外

℡
：
０
７
７
１

−

６
８

−

１
２
３
４

漕
い
で
巡
る
観
光
地
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　園部町大河内にあるるり渓
は、国指定の名勝をになって
います。近年では温泉、グラ
ンピング施設などが整備され、
美しい自然を感じることがで
きる観光地として人気です。
　Eバイクで自然を感じた後、
温泉やBBQも楽しめるおすす
めスポットです。

悩んだら、ここに行ってみて！

るり渓

　今回のサイクルツーリズム体験
の様子を公式YouTubeで公開して
います。
　ぜひご覧ください。

よしださん
園部駅～るり渓を走破。
約30㎞の道のりをEバ
イクで走った感想は、

「電動アシストがあるの
で、全くしんどくない
し、景色を観ながら秋
のサイクリングを満喫
できました。家族でや
ってみても楽しめると
思いました。」

やまうちさん
園部駅から九品寺、普
済 寺 を 巡 る20 ㎞ を 走
破。また、園部駅～る
り渓を走破。「自然の風
を感じる爽やかなサイ
クリングでした。E バ
イクなら気軽に走れて
運動不足も解消し体も
リフレッシュ。とても
楽しい時間を過ごせま
した。」

体
験
し
て
み
ま
し
た

　
９
月
24
日
、
秘
書
広
報
課
の
メ
ン

バ
ー
で
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
園
部
駅
西
口
広
場
自
転
車
等
駐
車

場
で
Ｅ
バ
イ
ク
を
レ
ン
タ
ル
し
園
部

駅
を
出
発
。
る
り
渓
を
目
指
し
ペ
ダ

ル
を
漕
ぎ
始
め
ま
し
た
。
片
道
約
15

㎞
の
道
に
当
初
は
不
安
を
隠
せ
な
い

様
子
で
し
た
が
、
漕
ぎ
始
め
た
瞬
間

に
E
バ
イ
ク
の
力
強
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
一
番
心
配
し
て
い
た
る
り
渓
の

激
坂
で
し
た
が
、
立
ち
漕
ぎ
す
ら
必

要
な
く
目
的
地
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

る
り
渓
の
自
然
を
堪
能
し
た
後
、

園
部
駅
へ
帰
り
ま
し
た
が
、
自
然
を

堪
能
し
た
満
足
感
と
程
よ
い
疲
労
で

最
高
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
な

り
ま
し
た
。

ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
？
と
い
う

方
は
ぜ
ひ
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
を
！

　
京
都
府
や
園
部
観
光
協
会
で
は
、
E
バ

イ
ク
ツ
ア
ー
の
企
画
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
初
心
者
だ
か
ら
ど
こ
に
行
け
ば
い
い

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

「
紅
葉
の
隠
れ
た
名
所「
龍
穏
寺
」と
有

機
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
う
！
」

　
紅
葉
の
名
所「
龍
穏
寺
」を
訪
ね
、
昼
食

に
は
有
機
手
打
ち
そ
ば
に
舌
つ
づ
み
。
摩

氣
神
社
で
は
歴
史
ガ
イ
ド
に
よ
る
紙
芝
居

を
楽
し
み
ま
す
。

日
時
：
11
月
19
日（
土
）

参
加
費
：
２
、５
０
０
円　

申
込
：
園
部
文
化
観
光
協
会

℡
：
０
７
７
１

−

６
２

−

０
０
５
０
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「
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
自
然
栽
培
大

豆
の
味
噌
仕
込
み
体
験
」

　
里
山
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
走
り
ま
す
。そ
の
後
、旧
摩
気
小
学
校

に
て
味
噌
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

日
時
：
３
月
18
日（
土
）

参
加
費
：
３
、７
０
０
円　

申
込
：
園
部
文
化
観
光
協
会

℡
：
０
７
７
１

−

６
２

−

０
０
５
０

京
都
丹
波
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト「
走
行
体

験
」Ｄ
Ａ
Ｙ

　
京
都
丹
波
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
を
サ
ポ
ー

ト
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
走
り
ま
せ
ん
か
？
自

転
車
教
室
と
サ
イ
ク
ル
ル

ー
ト
走
行
体
験
を
し
ま

す
。

日
時
：
11
月
26
日（
土
）

申
込
：
京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局

メ
ー
ル
：n-c-kikaku@

pref.kyoto.lg.jp

郵
送
：
〒
６
２
１

−

０
８
５
１

　
　
　
京
都
府
亀
岡
市
荒
塚
町
１

−４

−１

南
丹
市
を
巡
ろ
う

　
園
部
町
は
京
都
市
や
大
阪
府
か

ら
も
車
で
１
時
間
以
内
の
都
会
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
で
、

川
遊
び
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
農
業

体
験
、
ア
ー
ト
を
感
じ
る
カ
フ
ェ

や
、
八
ツ
橋
作
り
体
験
も
楽
し
め

る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
園
部

町
の
観
光
地
、
食
、
歴
史
を
巡
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
美
山
町
も
E
バ
イ
ク
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。
南
丹
市
の

こ
こ
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
場

所
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
E
バ
イ
ク
で

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

事
故
に
は
十
分
注
意
を

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
い
思

い
出
に
す
る
た
め
に
は
自
転
車
事
故
や

交
通
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が

一
番
重
要
で
す
。

「
車
道
の
左
側
を
通
行
し
て
く
だ
さ
い
」

　

歩
道
を
走
行
す
る
の
場
合
は
、
歩
行

者
優
先
で
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

「
交
差
点
右
折
時
は
２
段
階
右
折
を
」

「
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
必
ず
ラ
イ
ト

を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

「
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
点
検
は
忘
れ
ず
に

し
ま
し
ょ
う
」

　

ブ
レ
ー
キ
は
左
か
ら
先
に
か
け
、
そ

の
後
右
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
」

　

大
人
も
で
き
る
だ
け
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

観自転車で巡るといえばやはり「観
光」ははずせません。
今はやりのサイクルツーリズムを
体験してみませんか？

食南丹市の基幹産業は農業です。だ
からこそ南丹市の「食」は魅力的。
ぜひ南丹市の食を堪能してくださ
い。

歴  最初の天満宮「生身天満宮」や最後
の城「園部城」など南丹市には「歴
史」を感じるスポットが盛りだく
さん。南丹市の歴史を肌で感じて
みませんか？

▲九品寺



6広報なんたん10・11月号

健
幸
都
市
な
ん
た
ん
を
目
指
し
て

【
国
保
の
状
況
】

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
最
後
の
砦
と
言
わ
れ

る
と
お
り
、
市
民
の
健
康
を
守
る
重
要

な
制
度
で
す
。
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
加
入
者
が
国
民
健
康
保
険
税（
国

保
税
）を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
支
え

あ
う
制
度
で
す
。
社
会
構
造
が
変
化

し
、
国
保
の
被
保
険
者
数
は
、
制
度
発

足
時
は
農
林
業
者
や
自
営
業
者
が
多
数

で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
退
職
後
に
国

保
に
加
入
さ
れ
る
方
や
無
職
の
方
が
多

く
、
低
所
得
者
層
や
高
齢
者
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
の
高
度
化
と
加
入
者
の
高
齢
化

に
よ
り
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
年
々

増
え
続
け
る
中
で
、
持
続
可
能
な
保
険

の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
国
保
の
被
保
険
者
の
減
少
と

高
齢
化
】

　

令
和
４
年
３
月
末
の
被
保
険
者
数

は
、
南
丹
市
の
人
口
の
22
・
５
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
約
６
、９
０
０
人
が
加

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
南
丹
市
民
の
年

齢
区
分
に
占
め
る
国
保
被
保
険
者
の
割

合
が
確
認
で
き
ま
す
。
65
歳
か
ら
国
保

加
入
者
の
割
合
が
急
増
し
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
被
保
険
者
の
年
齢
構
成

は
、
65
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
の
占
め

る
比
率
が
高
く
、
約
49
・
4
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
か
ら
74
歳
の
南

丹
市
民
の
68
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
国

保
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
75
歳
に
な
る
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
し
ま
す
。

国
保
の
加
入
状
況（
令
和
４
年
３
月
末
）

【
医
療
費
が
増
え
る
と
】

　
医
療
保
険
制
度
は
、
病
気
の
と
き
や

け
が
を
し
た
と
き
に「
保
険
証
」を
提
示

す
れ
ば
比
較
的
安
い
自
己
負
担（
現
役

世
代
は
３
割
負
担
、
高
齢
者
は
１
割
～

３
割
負
担
）で
医
療
機
関（
薬
局
含
む
）

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
安
心
の
仕
組

み
で
す
が
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
必
然

的
に
、「
保
険
税
」も
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

国
保
を
通
し
て
考
え
る
南
丹
市
の
健
幸

　１人あたりの医療費は、医療の高度化や被保険者の高
齢化、生活習慣病の増加などの要因によって、コロナ禍
で医療控えがあった令和２年度を除き増加しています。
 ※令和３年度の金額は、見込額です。

年度 国保１人あたりの医療費
平成２９年度 ３８３，５４６円
平成３０年度 ４０３，６４５円
令和元年度 ４１４，４４１円
令和２年度 ４０２，８１５円
令和３年度 ４２９，６１９円
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【
疾
病
の
状
況
】

　

入
院
医
療
費
を
疾
病
別
で
見
る
と

「
統
合
失
調
症
」や「
関
節
疾
患
」・「
骨

折
」が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
病
の
悪
化
が
要
因
と
な
る

「
慢
性
腎
臓
病（
透
析
あ
り
）」も
上
位
に

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

外
来
医
療
費
で
は
、「
糖
尿
病
」、

「
肺
が
ん
」、「
高
血
圧
症
」が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
生
活
習
慣

病
で
あ
る「
糖
尿
病
」は
、
平
成
29
年
度

か
ら
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
生
活
習
慣
病
が
上
位
に

上
が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
、

多
く
が
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
進
行

し
、
健
康
な
生
活
を
大
き
く
損
な
う
原

因
と
な
り
ま
す
。
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
約
6
割
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見・早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、

20
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、
毎

年
、
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

※
黄
色
の
着
色
は
、生
活
習
慣
病
で
す
。

年
に
１
回
、
健
診
を
受
け
て

体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
！

令和３年度　国民健康保険　疾病別医療費
外来医療費 入院医療費

順位 疾病名 費用額（千円） 疾病名 費用額（千円）
1 糖尿病 104,226 統合失調症 66,459
2 肺がん 91,456 関節疾患 58,083
3 高血圧症 85,419 慢性腎臓病（透析あり） 47,191
4 慢性腎臓病（透析あり） 85,091 骨折 44,367
5 関節疾患 77,139 不整脈 25,929

（費用額…保険点数に１点単価10円を乗じたもの）

　
自
分
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
日

常
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
健
康
的
で
リ
ズ
ム
の
あ
る
生
活
を

●
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

●
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
習
慣
を

●
で
き
れ
ば
禁
煙
、
お
酒
は
適
量
に

●
健
診
や
が
ん
検
診
は
定
期
的
に

●
ス
ト
レ
ス
は
た
め
ず
に
う
ま
く
解
消

【
健
康
で
幸
せ
な

市
民
生
活
の
た
め
に
】

　
国
保
の
疾
病
状
況
・
デ
ー
タ
か
ら
見

え
て
く
る
の
は
、
南
丹
市
の
健
康
課
題

は
、
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣
に
起
因
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
静
か
に
進

行
し
て
い
く
こ
と
が
多
く
、
自
覚
す
る

こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
で
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

健
康
を
意
識
し
、
食
生
活
の
改
善
と
適

度
な
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

南
丹
市
で
は「
な
ん
た
ん
健
幸
都
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
り
、
住
民
が
健

や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
に「
歩
い
て
生
活
す
る
こ

と
」を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み

と
し
て「
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
毎
日
継
続
的
に
行
い
、
健
康
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な

ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
健
康
に
関
し
た
習
慣
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
手

軽
に
利
用
で
き
る
活
動
量
計
を
身
に
着

け
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
な
が
ら

す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

忙
し
く
さ
れ
て
い
る
働
き
ざ
か
り
の
世

代
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
市
民
の
誰
も
が
健
康
で
幸
せ

を
感
じ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
い
き
い

き
と
南
丹
市
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
け

る
よ
う
健
幸
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
、
特
定
健
診（
国
保
加

入
者
の
40
～
64
歳
対
象
）・
メ
タ
ボ
予

防
健
診（
20
歳
以
上
39
歳
対
象
）・
す
こ

や
か
健
診（
後
期
高
齢
者
対
象
）・
が
ん

検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
助
成（
国
保
・
後

期
高
齢
者
対
象
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
申
し
込
み
は
、
令
和
5
年

2
月
頃
の
予
定
で
す
。

※ 

人
間
ド
ッ
ク
助
成
は
、
年
度
末
ま
で
の

受
診
に
つ
い
て
予
算
の
範
囲
内
で
行
っ

て
い
ま
す
。
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　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与を参考にしな
がら、市議会の審議を経て条例や規則によって定められます。
　市民の皆さんに、職員の給与などについて理解を深めていた
だくため、市職員の給与などの実態について令和4年4月1日現
在の主な内容を公表します。

（1） 人件費の状況（令和３年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（令和4年3月31日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A）

30,597人 千円
25,668,526

千円
947,044

千円
4,057,714 15.8％

※　人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される
給料・報酬などを含みます。（事業費支弁人件費を含みます。）

　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分
で、一般会計、市営バス運行事業特別会計などの合計です。

（3） 職員の平均年齢、平均給料月額および
　　平均給与月額の状況（令和4年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.6歳 315,908円 413,442円

技能労務職 54.5歳 303,750円 324,400円

※　「平均給料月額」とは、令和4年4月1日現在における基本給の平
均です。

　　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、通
勤手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。

（4） 一般行政職職員の初任給の状況（令和4年4月1日現在）

区　分
南丹市 国

初任給 2年目経過日 初任給 2年目経過日

大学卒 182,200円 193,900円 182,200円 193,900円

高校卒 150,600円 158,900円 150,600円 158,900円

学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後引き続き２
年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。

（2） 職員給与費の状況（令和４年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　与　費 1人当たり
の給与額
（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

329人 千円
1,298,116

千円
319,413

千円
487,376

千円
2,104,905

千円
6,398

令和４年度の普通会計当初予算に計上された一般職員の給与費の
状況は次のとおりです。

※　職員手当には退職手当は含みません。

（5） 級別職員の状況（令和4年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１ 級 主事、一般技能職 31人 8.6％
２ 級 主事、一般技能職 96人 26.7％
３ 級 主査、主任 45人 12.5％
４ 級 係長 64人 17.8％
５ 級 課長補佐 62人 17.2％
６ 級 課長、局長、支所担当長、参事 48人 13.3％

７ 級 部長、会計管理者、次長、教育参
事、議会事務局長 14人 3.9％

計 360人 100.0％

職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。標
準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※　職員数は、市長、副市長、教育長及び船井郡衛生管理組合への
派遣職員を除いた数です。

（6） 職員手当の状況（令和3年4月1日現在）
区分 南丹市 国

扶
養
手
当

●配偶者　6,500円
●子　10,000円
●父母等 　１人につき　 6,500円

●満16歳〜満22歳までの子１人につき　5,000円加算

南丹市
と同じ

住
居
手
当

●借家の場合
　 　月額16,000円を超える家賃支払い者に対し、家

賃月額により、月額28,000円を限度に支給
南丹市
と同じ

通
勤
手
当

●交通機関利用者は、55,000円を限度に全額を支給
●交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給

南丹市
と同じ

管
理
職
手
当

●部長級　　給料月額の13.0％
●次長級　　給料月額の11.0％
●課長級　　給料月額の  9.0％

定額制

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 期末手当 勤勉手当 合　計

南丹市
と同じ

  6月期 1.2月分
（1.0月分）

0.95月分
（1.15月分）

2.15月分
（2.15月分）

12月期 1.2月分
（1.0月分）

0.95月分
（1.15月分）

2.15月分
（2.15月分）

計 2.4月分
（2.0月分）

1.9月分
（2.3月分）

4.3月分
（4.3月分）

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
※（　　）内は、管理職員の支給月数です。

　2㎞以上　5㎞未満 月額　2,000円
　5㎞以上10㎞未満 月額　4,200円
10㎞以上15㎞未満 月額　7,100円
15㎞以上20㎞未満 月額10,000円
20㎞以上25㎞未満 月額12,900円
25㎞以上30㎞未満 月額15,800円
30㎞以上35㎞未満 月額18,700円
35㎞以上40㎞未満 月額21,600円
40㎞以上45㎞未満 月額24,400円
45㎞以上50㎞未満 月額26,200円
50㎞以上55㎞未満 月額28,000円
55㎞以上60㎞未満 月額29,800円
60㎞以上 月額31,600円

南 丹 市 職 員　
給与を公表します
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（参考）ラスパイレス指数の状況（令和３年４月１日現在）
国 京都府 京都市 南丹市 その他

100.0 99.5 101.0 95.5

府内市平均 99.0
（京都市除く）

府内市町村平均 98.1
（京都市除く）

全国市平均 98.8

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0とし
て算定した時の地方公務員の平均給与額の指数です。

（9） 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
区　　分 報酬等月額 期末手当支給割合

市 長 736,000円
副 市 長 647,800円
教 育 長 579,200円 6月期1.625月分
議 長 470,000円 12月期1.625月分
副 議 長 415,000円 計　3.25月分
常 任 委 員 長 390,000円 （加算措置あり）
議会運営委員長 390,000円
議 員 380,000円

（7） 特別職の報酬などの状況（令和4年4月１日現在）

南丹市では、令和４年４月に第４次「南丹市職員定員適正化計画」を
策定しました。これまでから非常に厳しい財政状況の中、市民協働の
推進や民間活力の活用など行政のスリム化を進めてきました。今後も、
さらなる職員の資質向上、効率的な組織体制の構築を目指し、真に必
要となる職員数を確保しつつ、また、定年延長制度の導入を考慮しな
がら、定員の適正化を進めていきます。

（8） 職員数の状況（令和４年４月１日現在）

職　員　数
対前年
増減数令和3年度

（令和3年４月１日現在）
令和4年度

（令和4年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4
総 務 98 94 △4
税 務 15 15
民 生 89 89
衛 生 24 25 1
農林水産 21 20 △1
商 工 9 9
土 木 32 29 △3
小 計 292 285 △7

特
別
行

政
部
門

教 育 37 35 △2
消 防 − −
小 計 37 35 △2

公
営
企
業
等
会
計

部
門

病 院 9 9
上 水 道 10 11 1
下　　水 9 8 △1
そ の 他 13 12 △1
小 計 41 40 △1

合　計 370〔397〕 360〔397〕 △10

計画期間
数値目標

始　期 終　期

令和４年４月１日 令和９年４月１日
　令和4年4月に360人であった職員
総数を、令和9年度末までに「0.8％」に
あたる「3人」を削減する。

区　　分 職員数（人） 構成比（％）男 女
20歳未満 0 0 0 0.0

20歳〜23歳 18 2 16 5.0
24歳〜27歳 30 15 15 8.3
28歳〜31歳 32 11 21 8.9
32歳〜35歳 40 25 15 11.1
36歳〜39歳 17 7 10 4.7
40歳〜43歳 27 19 8 7.5
44歳〜47歳 54 30 24 15.0
48歳〜51歳 70 39 31 19.5
52歳〜55歳 38 19 19 10.6
56歳〜　 　 34 19 15 9.4

合　計 360 186 174 100.0

1. 部門別職員数の状況

1. 定員適正化目標（数・率）

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年
360人 360人 360人 359人 359人 357人
360人

2.  各年４月１日現在における定員の数値目標と総職員数
　（上段：目標値、下段：職員数）＊職員数には派遣職員を含みます。

2. 年齢別職員構成の状況

退
職
手
当

自己都合 応募認定退職・定年退職

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.7090月分

最高限度額 47.7090月分 47.7090月分
・定年前早期退職特例措置あり（２％〜30%加算）

退
職
手
当

区　分 算定方式 支給時期
市　長 給料月額×任期１年につき530/100 任期毎に支給
副市長 給料月額×任期１年につき315/100 任期毎に支給
教育長 給料月額×任期１年につき270/100 任期毎に支給

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

※　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく職員数です。
 ［　　　］内は、条例定数の合計です。

特
殊
勤
務
手
当

区　分 全職種
特殊勤務手当予算額 775千円
職員全体に占める手当
支給対象職員の割合 5.0％

給料総額に対する比率 0.06％

手当の種類（手当数） 2種類

代表的な手当の名称 伝染病防疫等作業手当・汚物処理作業手当

※　令和４年度の普通会計当初予算に計上された一般職員に係る特
殊勤務手当の状況です。

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

区　分
部　門



まちの話題を紹介します

10広報なんたん10・11月号

「
過
去
を
偲
び
、未
来
の
安
心
安
全
へ
繋
ぐ
」

（
10
／
15　
あ
り
が
と
う
！
感
謝
の
集
い
～
あ
の
日
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
～
）

▲体験談を聞く参加者ら

　10月15日、八木町大堰橋周辺で「ありが
とう！感謝の集い～あの日のことは忘れな
い～」が開催されました。これは昭和35年台
風16号により、町民および救助支援活動中
であった自衛隊員3名の尊い命が奪われたこ
とを後世に伝え、安心安全でみんなで支え
合う住みよい地域づくりを目的に開催され
たものです。
　当日は、殉難碑に献花し黙とうを捧げた
後、水害の体験談や当時の自衛隊員の体験
談をとおして、水害の危険性や万が一の時
の行動について学びました。また、八木中
吹奏楽部の演奏も行われました。

　9月25日、 南 丹 市 日 吉 生 涯 学 習 セ ン
ターで南丹市地域おこし協力隊の活動報
告会が開催されました。
　今回、5期生の吉田隊員、7期生の鈴木
隊員および谷川隊員が自身が行ってきた
活動の報告とともにこれからの展望を話
されました。
　また、報告会では9月1日に新たに委嘱
を受けた2名の隊員の自己紹介も行われま
した。

「
地
域
お
こ
し
の
活
動
を
振
り
返
る
」

（
９
／
25　
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
）

「
道
端
カ
レ
ン
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
」

（
10
／
10　
そ
の
べ
ま
ち
な
か　
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

▲参加者全員で記念撮影

▲ウォーキングの様子

◀
活
動
報
告
を
行
う
吉
田
隊
員

　10月10日、南丹市内の文化・
歴史施設を歩いて巡る「そのべまち
なか　さわやかウォーキング」があ
り26人が参加しました。ウォーキ
ングは、園部高校前から井筒八ツ
橋本舗新光悦までの往復6kmの道
のりで、道中にある文化博物館や
垣内古墳阯に立ち寄りました。
　ウォーキングの途中からは、南
丹市文化観光大使の道端カレンさ
んが飛び入り参加し、参加者と交
流しました。
　また、参加者の皆さんに、健康
増進に関する包括連携協定を締結
している大塚製薬株式会社さんや、
井筒八ツ橋さんと株式会社虎屋京
都工場さんから水分補給用の飲料
やお土産をいただきました。
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　10月3日、市役所で介護相談員の
委嘱状の交付式を行いました。
　介護相談員は、市内の介護保険施
設などを訪問し、利用者の皆さんか
らお話をお聞きすることで、悩みや
不安を解消し、事業所のサービスの
質的向上を図ることを目的に活動い
ただいています。
　今回、1名が新規に委嘱を受け、４
名が再委嘱されました。これから2年
間、介護相談員として活動をいただ
く予定です。

　9月3日、アスエルそのべでNPO法
人抱樸（ほうぼく）理事長　奥田知志さ
んに講演いただきました。
　3,500人以上のホームレスの自立支
援に携わってきた経験をもとに、他人
との関わりを『わずらわしい』と感じる
風潮が強いなか、「人と人とがふれあ
うことで初めて自分のことが分かり、
他人の痛みが分かるようになる。傷つ
くことを恐れず、人との関わりを大切
にしてほしい。そこに人生の喜びがあ
る」と話されました。

「
市
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待
」

「
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
」

（
９
／
３　
人
権
講
演
会
「
助
け
て
と
い
え
る
ま
ち
～
ひ
と
り
に
し
な
い
と
い
う
支
援
～
」）

▲西村市長と委嘱を受けた介護相談員ら

（
10
／
３　
介
護
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
）

▲講演を行う奥田理事長

　10月8日、園部町で学生新入消防団員
等教育訓練が実施されました。
　新入消防団員として必要な基礎的知識・
技術および規律について習得し、消防団
員としての資質の向上を図ることを目的
とし実施され、約20名の新入団員が訓練
に参加しました。
　当日は消防職員による講義から始まり、
ホースなどの取扱訓練も行われました。

「
消
防
団
の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
」

（
10
／
８　
学
生
新
入
消
防
団
員
等
教
育
訓
練
）

▲放水訓練を行う新入団員ら

「
農
業
か
ら
地
域
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
学
ぶ
」

（
10
／
17　
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
専
門
学
校
に
よ
る
農
業
体
験
）

　10月17日に八木町神吉で京都中部総合
医療センター看護専門学校による農業体
験が行われました。これは専門学校のカ
リキュラムとして取り組まれている事業
で、看護基礎教育における地域住民と連
携した教育事例にも取り上げられました。
　当日は専門学生の2年生37名が地元生産
者の協力のもと、ビニールハウス内で京
みず菜の収穫や袋詰め作業を体験しまし
た。また、京野菜の弁当でも一緒にとり、
地域の暮らしぶりや農業に関する質問を
するなど、生産者さんとの親睦を深める
時間もありました。

▲京みず菜の袋詰め作業を体験する学生
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こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
五
期
生
の
吉
田
で
す
。
今
回
は

令
和
四
年
九
月
か
ら
新
た
に
協
力
隊
に

仲
間
入
り
し
た
二
人
の
新
任
隊
員
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
人
目
は
永な

が

尾お

俊と
し

晴は
る

さ
ん
。
現

在
二
十
六
歳
の
若
者
で
す
。
大
学
卒
業

後
、
中
小
企
業
向
け
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
で
、
食
品
・
菓
子
業
界
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
門
に
、
商
品
企
画
・

店
舗
開
発
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本

中
を
東
奔
西
走
し
て
い
た
そ
う
で
す
よ
。

　
今
後
は
、
前
職
の
経
験
を
生
か
し
て
、

特
産
品
や
観
光
資
源
な
ど
、
地
域
資
源

の
付
加
価
値
向
上
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
、

地
元
素
材
を
活
用
し
た
商
品
を
取
り
扱

う
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
た

い
と
の
こ
と
。

　

ち
な
み
に
永
尾
さ
ん
は
私
の
高
校
時

代
か
ら
の
友
人
で
も
あ
り
、
私
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
も
連
携
し
な
が
ら
特
産
品
を

開
発
で
き
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。

　

二
人
目
は
米よ

ね

澤ざ
わ

弥み

央お

さ
ん
。
二
十
二

歳
で
、
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

歴
史
の
中
で
も
最
年
少
の
就
任
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
ま
だ
ま
だ
若
い

つ
も
り
で
し
た
が
、
彼
女
の
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
さ
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

大
学
時
代
に
サ
ー
ク
ル
活
動
で
国
際

協
力
系
の
企
画
運
営
を
し
て
お
り
、
持

続
可
能
な
社
会
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
サ
ー
ク

ル
活
動
引
退
後
、
自
分
の
将
来
や
り
た

い
こ
と
と
リ
ン
ク
し
た
こ
と
を
し
た
い

と
考
え
、
知
り
合
い
の
有
機
農
家
さ
ん

の
野
菜
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
営
業
、
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
、
農
家
と
飲
食
店
と
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
南
丹

市
の
野
菜
の
生
産
状
況
、
販
路
な
ど
を

ま
ず
知
り
、
課
題
点
な
ど
を
農
家
さ
ん

と
一
緒
に
探
し
て
い
け
た
ら
と
の
こ
と
。

　

一
緒
に
仕
事
す
る
な
か
で
、
私
の
知

ら
な
い
切
り
口
や
も
の
の
考
え
方
で
、

あ
っ
と
驚
か
さ
れ
る
と
き
が
多
々
あ
り

ま
す
。

　

二
人
と
も
若
く
、
非
常
に
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
の
あ
る
人
材
で
す
。

　

二
人
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
の
か
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
ね
！

−24−

インフォメーション
サ
ン
ガ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

　

９
月
３
日
、
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．

対
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
戦
が
サ
ン
ガ
ス
タ

ジ
ア
ム 

ｂ
ｙ 
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
南
丹
市

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
と
し
て
、
ス
タ
ジ

ア
ム
横
で
は
、
市
内
の
特
産
品
を
販
売

す
る
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
大
盛
況
だ
っ

た
ほ
か
、
園
部
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
や
交
通
安
全
協
会
の
Ｐ
Ｒ
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ
る
ピ
ッ
チ
内
行
進

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
１
残
留
に
向
け
行
わ
れ
た
試
合

は
、
公
式
戦
で
過
去
最
多
と
な
る
約

１
万
８
千
人
の
大
観
衆
の
後
押
し
を
受

け
２
対
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

カ
レ
ン
さ
ん
一
日
警
察
署
長
に

　

タ
レ
ン
ト
・
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
南
丹
市
文
化
観
光
大
使
に
就
任
い

た
だ
い
て
い
る
道
端
カ
レ
ン
さ
ん
が
、

10
月
11
日
に
南
丹
警
察
署
の
一
日
署
長

を
務
め
ま
し
た
。

　

11
日
の
朝
に
吉
田
署
長
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
道
端
さ
ん
は
、
署
員
の
服
装
点

検
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
、
園
部
町
内

の
民
家
や
商
店
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
で
は
、
特
殊
詐
欺
へ
の
啓
発
活
動

を
行
い
、
注
意
を
促
す
チ
ラ
シ
を
配
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
署
内
で
講
演
を
行
い
、
自
身

の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
話
さ
れ
る
な
ど
、

署
員
と
の

交
流
の
場

も
あ
り
ま

し
た
。

右上：チームを応援するサポーター
の様子
右下：園部高校吹奏楽部による演奏
の様子
左下：南丹市出展ブースの様子

▲永尾隊員（左）、米澤隊員（右）

©KYOTO.P.S.

©KYOTO.P.S.

▲署員の服装点検を行う道端カレンさん
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なんたんの景観ちょっと情報 景観の小窓

第 46 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

　

南
丹
市
で
は「
景
観
条
例
」を
制
定

し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建
築

物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋
根

や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質
変

更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま
で

に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例（
計
画
）の
詳
細
は
市

H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
０
４
０

（園部町） （八木町）

（日吉町） （美山町）

【稲穂と景観】
　緑一色だった水田は、あっという間に黄金色へ
姿を変え、出来秋をむかえました。籾が栄養分の
溜め込みを完了すると、稲穂は秋の日差しを浴び
て黄金色に輝きます。稲にはプラント・オパール
というガラス質細胞が存在し、それが日の光を受
けることで光り輝くといわれています。秋風に吹
かれて稲穂がなびく様子は、この時期だけの絶景
です。
　今回は山々に囲まれた南丹市の美しい田園風景
を紹介します。
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令
和
2
年
度
に
は「
後
野
き
ぼ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
て
、「
後
野
区
」を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。
集
落
の
入
口
に
設
置
し
た

こ
と
に
よ
り
、「
地
名
が
よ
く
見
え
て
最

高
」な
ど
、
思
い
の
ほ
か
良
い
反
響
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
植
物
が
育
ち
や
す
い
土
壌
を

生
か
し
、
鳥
獣
害
の
被
害
を
受
け
に
く

い
花
を
選
定
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
作
業
に
携

わ
っ
た
区
民
か
ら
も「
え
え
子
で
咲
い
て

い
る
お
利
口
な
花
ば
か
り
。」と
癒
し
の

声
が
出
て
く
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
66
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
日
吉
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

日
吉
町
胡
麻
地
区
の
北
東
部
に
位
置

す
る
後
野（
こ
の
）区
は
、
高
度
経
済
成

長
期
に
大
規
模
開
発
さ
れ
、
約
8
0
0

戸
の
造
成
が
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

宅
地
開
発
が
途
中
で
止
ま
り
、
住
ん
で

い
た
方
も
次
々
と
転
出
さ
れ
、
現
在
は

25
世
帯
、
人
口
46
人
、
高
齢
化
率
67
％

を
超
え
る
限
界
集
落
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
の
中
か
ら
現
状
を
打
破
し
よ
う
と

少
し
ず
つ
声
が
あ
が
り
、
令
和
元
年
度

か
ら
集
落
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
度
に
行
っ
た
地
域
再
生
計

画
の
策
定
で
は
、
課
題
と
し
て
不
便
な

交
通
や
空
き
地
の
問
題
、
知
名
度
の
低

さ
や
集
会
所
の
未
整
備
問
題
な
ど
が
あ

が
り
ま
し
た
。
同
時
に
地
域
の
良
さ
と

し
て
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
サ
ロ

ン
や
植
物
が
育
ち
や
す
い
土
壌
、
住
民

同
志
の
仲
の
良
さ
な
ど
が
あ
が
り
、
住

民
自
身
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
を
作

ろ
う
と
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
に
は
、「
後
野
き
ず
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
、
前
年
か
ら
の
花

の
寄
せ
植
え
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
集

会
所
の
敷
地
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
年
末
に
は
各
世
帯
に
寄
せ
植
え
し

た
鉢
を
配
り
、
住
民
か
ら
も
驚
き
と
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

寄
せ
植
え
作
業
の
様
子
や
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
を
集
め
、
地
域
独
自
の
カ

レ
ン
ダ
ー
の
製
作
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

最
終
年
度
の
今
年
度
は
、
次
世
代
に

残
す「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」の
製
作
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
住
民
も
初
め

て
の
取
組
み
の
た
め
、
ま
ず
は「
ま
ち
歩

き
」か
ら
始
め
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
を
繰

り
返
し
、
気
づ
い
た
こ
と
を
地
図
に
落

と
し
込
む
作
業
を
反
復
し
ま
し
た
。
こ

の
作
業
の
な
か
、
集
落
内
の
空
き
家
の

状
況
や
道
路
状
況
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
知
ら
な
か
っ
た
自
然
環
境
の
変
化
や

問
題
点
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
安
心
安
全
で
住
み
や
す
い

後
野
区
の
未
来
を
目
指
し
、
目
の
前
の

課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解
決
し
て

い
け
る
よ
う
住
民
同
士
が
情
報
を
共
有

し
て
い
く
と
と
も
に
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
サ
ロ
ン
を
検
討
の
場
と
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
支
援
事
業
を
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
住
環
境
や
自
然
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
、「
花
い
っ
ぱ

い
の
後
野
」か
ら「
安
心
安
全
の
後
野
」へ

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

日
吉
町
後
野
区　
花
い
っ
ぱ
い
の

後
野
区
か
ら
安
心
安
全
の
後
野
区
へ

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

▲後野地域安全マップ

▲集落を広く知ってもらうための看板

▲花いっぱいカレンダー
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ア
ウ
ト
ド
ア
デ
イ
ジ
ャ
パ
ン
大
阪 

2
0
2
2
で
観
光
P
R

　

9
月
24
日
・
25
日
に
、
大
阪
市
鶴

見
区
の
花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地
で
、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
デ
イ
ジ
ャ
パ
ン
大
阪

2
0
2
2
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
デ
イ
ジ
ャ
パ
ン
は
最
新

の
キ
ャ
ン
プ
用
品
や
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ

ズ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
の
情
報
が
集
ま

る
国
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場

で
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
伴
い
、
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
非

日
常
が
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
人
気
が

高
ま
る
中
、
秋
晴
れ
の
鶴
見
緑
地
に
は
、

親
子
連
れ
が
多
く
訪
れ
、
様
々
な
ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
や
展
示
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

南
丹
市
コ
ー
ナ
ー
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア

施
設
や
、
市
内
で
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。
日
吉

町
観
光
協
会
の
中
川
会
長
の
手
ほ
ど
き

に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ラ
ン
タ
ン
に
火
を

灯
す「
ラ
ン
タ
ン
点
灯
体
験
」と
、
安
全

に
薪
を
割
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ン
ド
リ

ン
グ
ク
ラ
ッ

カ
ー
を
使
っ

た「
か
ん
た

ん
薪
割
り
体

験
」を
実
施
。

2
日
間
で
ラ

ン
タ
ン
点
灯

体
験
に
は
60

人
、
か
ん
た

ん
薪
割
り
体

験
に
は
2
5
0
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
色
々
な
楽
し
み
方

を
知
っ
た
。
近
々
南
丹
市
へ
行
っ
て
、

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
た
い
。」と
の
声

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
盛
況

の
う
ち
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
2
2
で
旅
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
2
年
ぶ
り
8

回
目
と
な
る「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
2
0
2
2
」が
、
日
本
観
光
振

興
協
会
他
の
主
催
に
よ
り
、
9
月
22
日
、

23
日
を
業
界
日
、
24
日
、
25
日
を
一
般

日
と
し
て
4
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
世
界
中
の
千
を
超
え
る
企

業
、
団
体
が
出
展
や
商
談
を
し
、
一

般
消
費
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
行
い
、

12
万
2
千
人
が
会
場
へ
訪
れ
ま
し
た
。

　

京
都
出
展
ブ
ー
ス
の
森
の
京
都
エ
リ

ア
と
し
て
南
丹
市
が
、
農
泊
ブ
ー
ス
と

し
て
美
山
D
М
O
が
参
加
し
商
談
を
行

い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う

こ
と
で
、
旅
行
会
社
の
担
当
者
も
、
新

し
い
観
光
の
目
的
地
や
、
ツ
ア
ー
に
組

み
込
む
企
画
を
強
く
求
め
て
お
ら
れ
、

熱
気
を
帯
び
た
商
談
会
に
な
り
、
南
丹

市
の
旅
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

▶
家
族
で
か
ん
た
ん
薪
割
り
体
験

▶
ラ
ン
タ
ン
点
灯
体
験

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

南
丹
市

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
2
年
7
月
・
8
月
　
優
秀
賞
発
表

 

テ
ー
マ「
私
が
好
き
な
こ
の
一
瞬
」作　品　名：「大堰川の瀑布」

撮影場所：（八木町）大堰川
撮　影　者：hyt08151215

作　品　名：「双龍淵」
撮影場所：（園部町）るり渓
撮　影　者：saya_o9o3

作　品　名：「藍にとけゆく」
撮影場所：（日吉町）日吉ダム
撮　影　者：saketotabi_photo

▲
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

テ
ー
マ「
こ
の
瞬
間
を
伝
え
た

い
」へ
の
応
募
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼農泊ブースでの商談
　写真提供：美山DMO
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南
丹
市
で
は
、
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
・

食
生
活
・
歯
科
に
つ
い
て
学
び
、
妊
娠

を
き
っ
か
け
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
機

会
と
な
る
よ
う「
パ
パ
マ
マ
教
室
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
で
お
伝
え
し
て
い
る「
塩
分
の
と

り
過
ぎ
に
気
を
付
け
よ
う
」「
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
と
ろ
う
」の
２
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
、「
高
血
圧
」「
む

芽
生
え
た
命
に
や
さ
し
い
食
を

　
　  

～
妊
娠
を
機
に
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
～

く
み
」「
冷
え
」の
原
因
に
な
り
、「
妊
娠

高
血
圧
症
候
群
」の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

教
室
で
は
、
尿
中
ナ
ト
リ
ウ
ム
カ
リ

ウ
ム
測
定
を
実
施
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩

分
）を
と
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
、
と
り
過

ぎ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体
の
外
に
排
泄
す

る
カ
リ
ウ
ム
が
不
足
し
て
い
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。「
前
回
数
値
が

高
か
っ
た
の
で
ど
う
か
な
。」「
頑
張
っ
た

の
で
、
ド
キ
ド
キ
す
る
。」な
ど
の
声
が

あ
り
、
家
庭
で
減
塩
や
カ
リ
ウ
ム
を
多

く
含
む
食
品
の
摂
取
に
取
り
組
ま
れ
た

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
は
体
の
調
子

を
整
え
る
た
め
、
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
大
切
で
す
。

ま
た
、
妊
娠
に
よ
る
か
ら
だ
の
変
化
に

よ
り
、
便
秘
や
貧
血
な
ど
が
起
こ
り
や

す
く
、
予
防
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—56—

　

教
室
で
は
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

を
使
っ
て
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
１
日
の

食
事
の
振
り
返
り
を
し
ま
す
。「
副
菜
が

少
な
か
っ
た
の
で
野
菜
を
食
べ
る
よ
う

に
し
た
い
。」「
乳
製
品
や
果
物
を
と
る
習

慣
が
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。」な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

パ
パ
マ
マ
教
室
で
一
緒
に
食
生
活
の

見
直
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
忙
し
く

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
中
で
、
自
身

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
妊
娠
を
き
っ
か
け
に
、

正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
て
健
康
な

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、
健

康
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

▼赤ちゃんのだっこ
のしかた交流会

▶パパがマタニティー
ジャケット体験

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
気
を
付
け
よ
う

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
ろ
う

簡単栄養バランスチェック
当てはまるものにチェックを入れてみましょう！

□ 1日3食食べている
□ 毎食、主食（ごはん、パン、麺など）を食べている
□ 毎食、副菜（野菜、きのこ、いも、海藻がメインのおかず）を食べている
□ 毎食、主菜（魚、肉、卵、大豆製品がメインのおかず）を食べている
□ 毎日、牛乳・乳製品をとっている
□ 毎日、果物を食べている

～チェックのつかなかった項目について、食習慣を見直してみましょう～

▲食事バランスガイド

パ
パ
マ
マ
教
室
の
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

【参加者の目標】

スープの回数
を減らす。

野菜や果物の
量を増やそう
と思う。

カリウム
を増やす

ドレッシングの量
を気をつけたい。塩分を

減らす



17 広報なんたん10・11月号

〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶112̶

お元気ですか？

保健師です。

十
一
月
十
三
日（
日
）～
十
九
日（
土
）の
一
週
間
は
、

全
国
糖
尿
病
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

で
は
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
者（
糖

尿
病
有
病
者
）、
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
者（
糖
尿
病
予
備
軍
）は
い

ず
れ
も
約
1
、
0
0
0
万
人（
合
わ
せ
て

約
2
、
0
0
0
万
人
）と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
南
丹
市
の
令
和
４
年
４・５
月
に
実
施

し
た
集
団
の
特
定
健
康
診
査（
南
丹
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
対
象
）の
受
診
者

は
、
1
、
5
0
8
人
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
糖
尿
病
要
医
療
者（
56
人
）と
治
療

中（
92
人
）が
、
合
わ
せ
て
1
4
8
人
い

ま
し
た
。
他
、
医
療
機
関
で
の
経
過
観

察
者
が
24
人
で
、
１
割
強
の
方
が
、
糖

尿
病
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
有
病
者
は
年
齢
が
高
い
ほ
ど

高
い
割
合
と
な
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
こ

20
年
間
で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
】

　

糖
尿
病
は
、「
イ
ン
ス
リ
ン
」と
い
う

ホ
ル
モ
ン
の
量
が
不
足
し
た
り
、
働
き

が
悪
く
な
る
こ
と
で
、
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖（
血
糖
）が
多
く
な
り
過
ぎ
た
状
態

（
高
血
糖
）が
長
く
続
く
病
気
で
す
。

【
イ
ン
ス
リ
ン
と
は
？
】

　

血
糖
が
正
常
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
調

整
す
る
、
膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル

モ
ン
で
す
。
体
の
中
で
、
血
糖
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
イ
ン
ス
リ

ン
」た
だ
一
つ
で
す
。

　
「
イ
ン
ス
リ
ン
」は
血
管
か
ら
細
胞
へ

糖
を
運
ん
で
、
血
管
の
中
の
糖
の
値
を

下
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
ら
か
の
問
題
で
、「
イ
ン

ス
リ
ン
」が
不
足
し
た
り
、
働
き
が
悪
く

な
る
こ
と
で
、
血
糖
が
正
常
に
保
て
な

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
血
糖
を
正
常

に
保
つ
た
め
に
は
、
こ
の「
イ
ン
ス
リ

ン
」が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

　

高
血
糖
の
方
は
、
一
時
的
に
本
来
の

実
力
よ
り
も
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
血
糖
を

下
げ
に
く
い
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
忍
び
寄
る
合
併
症
に
気
を
付
け
て
】

　

長
期
間
、
高
血
糖
状
態
が
続
く
と
、

血
管
が
も
ろ
く
な
り
、
そ
れ
が
原
因
で

様
々
な
合
併
症
が
発
症
し
ま
す
。

　

合
併
症
は
、
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ

ま
す
。

　

細
い
血
管
が
障
害
さ
れ
る
も
の
と
、

太
い
血
管
が
障
害
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

糖
尿
病
は
、
合
併
症
の
発
症
や
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

高
血
糖
状
態

は
、
合
併
症

を
発
症
、
進

行
さ
せ
て
し

ま
う
の
で
、

血
糖
値
を
良

い
状
態
に
保

つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

南
丹
市
保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

★
血
糖
値
を
良
い
状
態
に
保
つ
に
は
、

３
つ
の
治
療
法
が
基
本
で
す
★

　
血
糖
値
を
良
い
状
態
に
保
つ
た
め
に

は
、
３
つ
の
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　

う
ま
く
治
療

法
を
生
活
に
取

り
入
れ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

南
丹
市
で
は
、
市
内
医
師
会
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
糖
尿
病
重
症
化

予
防
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
糖
尿
病
週
間
を
通
じ
て
、
自
分

の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

※
糖
尿
病
情
報
セ
ン
タ
ー
の
資
料
を
引
用
し
て
い
ま
す
。
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本
校
は
人
権
教
育
を
基
盤

と
し
て
教
育
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

殿
田
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で

地
域
道
徳
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
道
徳
と
は
、
地
域
の

方
々
や
家
族
と
共
に
考
え
、
共

に
実
践
す
る
学
習
活
動
を
通
し

て
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
や
家
庭
の
方
々
の
心
も
共
に

豊
か
に
し
て
い
く
取
組
で
す
。

田
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
は「
環
境
」

「
つ
な
が
り
」を
テ
ー
マ
に
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
殿
田
小
学
校

は「
生
活
」「
自
然
」「
文
化
」と
い
う
三
つ

の
柱
を
設
定
し
ま
し
た
。

活
で
は
、
四・五
年
生
が
誰
も
が
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
な
ど
誰
に
と
っ
て
も
優
し

い
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自

分
に
で
き
る
身
近
な
こ
と
を
考
え
、
周
り

の
人
と
助
け
合
う
姿
勢
を
育
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

然
で
は
、
六
年
生
が
環
境
問
題
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

方
と
一
緒
に
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
、
日
吉

の
現
状
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

方
々
や
保
護
者
の
皆
様
と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
題
材
に
し
た
映
画
を
鑑

賞
し
、
映
画
の
感
想
を
交
流
す
る
な
ど
、

日
吉
の
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

化
で
は
、
三
年
生
が
日
吉
ゆ
か
り

の
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
を
テ
ー
マ

に
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
梅
若
家
能
楽

鑑
賞
会
で
は
鑑
賞
や
能
で
使
用
す
る
楽
器

の
説
明
や
体
験
を
通
し
て
、
伝
統
芸
能
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
京
都

梅
若
会
の
能
楽
師
を
講
師
と
し
て
招
き
、

能
の
舞
や
謡
を
学
び
表
現
す
る
こ
と
で
、

文
化
に
慣
れ
親
し
み
、
文
化
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

境
を
テ
ー
マ
に
し
て
は
い
ま
す
が
、

最
も
身
近
で
大
き
な
環
境
は
人
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
校
の
取
組
は

地
域
の
方
々
の
協
力
な
し
で
は
成
立
し
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
か
ら
教

わ
り
、
共
に
考
え
、
伝
え
合
い
、
実
践
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
と
繋
が
る
こ
と

の
尊
さ
を
実
感
し
、
相
手
を
理
解
し
、
受

け
入
れ
、
繋
が
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
丹
市
立
殿
田
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
橋は

し
本も

と　
宙ひ

ろ
志し

94

「ふるさとを愛し、つながり、
展望し、挑戦できる子へ」

の「
適
正
利
用
」を
心
が
け
て
ほ
し

い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い

い
の
か
な
」な
ど
迷
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
、

24
時
間
電
話
で
相
談
で
き
る
の
が

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
き
ょ
う
と

『
＃
７
１
１
９
』」で
す
。
京
都
府
が

実
施
し
て
い
る
電
話
相
談
事
業
で
、

病
気
や
け
が
の
症
状
か
ら
緊
急
性

や
医
療
機
関
の
受
診
、
応
急
手
当

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

「
＃
７
１
１
９
」、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

な
ど
か
ら
は「
０
５
７
０
│
０
０
│

７
１
１
９
」へ
掛
け
ま
す
。
相
談
料

は
不
要
で
す
が
、
通
話
料
は
相
談

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
全
相
談
件
数
の

内
、
緊
急
性
が
あ
り
救
急
に
転
送

さ
れ
た
の
は
３
％
で
、
必
要
の
な

い
１
１
９
を
防
ぐ
と
い
う
点
で
、

現
場
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
呼
吸
を
し
て
い
な

い
」、「
脈
が
な
い
」、「
大
量
に
出

血
し
て
い
る
」な
ど
の
場
合
や
、
ご

自
身
が
緊
急
と
思
っ
た
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
で
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。 

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第57回―

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行「
第
７
波
」で
、
医
療
等
の
現

場
は
ひ
っ
迫
し
ま
し
た
。
京
都
市

内
の
総
合
病
院
で
は
、
一
日
に
７
、

８
件
の
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ

依
頼
に
加
え
、
救
急
車
で
の
搬
送

依
頼
が
30
件
を
超
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
医
師
、
看

護
師
、
救
急
救
命
士
を
は
じ
め
医

療
現
場
の
皆
様
に
は
心
身
を
酷
使

し
て
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
周
囲
か
ら
の
誤
解

や
偏
見
に
よ
る
心
な
い
誹
謗
中
傷

や
差
別
に
遭
う
事
態
も
発
生
し
、

ス
ト
レ
ス
や
極
度
の
疲
労
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
不
調
を
き
た
す
方

も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
最
前
線
で

活
躍
す
る
方
々
を
守
る
た
め
に
も

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

救
急
搬
送
の
件
数
が
昨
年
の
1.5

倍
に
な
っ
た
病
院
で
は
、
救
急
車

「
＃
７
１
１
９
」

殿生自

環 文

㊤能楽鑑賞会
㊦6年生、川清掃
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南
丹
市
立
図
書
館
で
は
、
82
タ

イ
ト
ル
の
雑
誌
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
読
書
の
秋
に
じ
っ
く
り
読
む

本
だ
け
で
な
く
、
気
軽
に
読
め
る

雑
誌
は
い
か
が
で
す
か
?
一
番
人

気
が
あ
る
の
は「
天
然
生
活
」、「
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
」な
ど
の
く
ら
し
の
雑

誌
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
園
芸
、

料
理
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
芸
、

旅
行
、
健
康
・
子
育
て
情
報
な
ど

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
雑
誌
が
あ
り

ま
す
。

　
最
新
号
は
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館

内
で
の
閲
覧
に
限
り
ま
す
が
、
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
貸
出
可
能
で
す
。
取

寄
せ
や
最
新
号
へ
の
予
約
も
で
き
ま

す
。
も
し
南
丹
市
に
所
蔵
が
無
く
て

も
、
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
買
い
逃
し
て
い

た
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
つ
け
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

—第82回—
消費生活情報

高
額
な
商
品
代
金
を
求
め
ら
れ
た
と

い
う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
注
文
完
了
画
面
で「
特
別
割
引
ク
ー

ポ
ン
」や「
お
ま
と
め
コ
ー
ス
」の
利
用

を
勧
め
ら
れ
て
も
、
購
入
回
数
の
条

件
が
変
更
さ
れ
な
い
か
、
２
回
目
以

降
の
分
量
や
代
金
、
解
約
の
手
続
き

方
法
な
ど
、
販
売
条
件
を
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●「
注
文
を
確
定
」画
面
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ネ
ッ
ト
な
ど
通
販
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
人
を
誤
認
さ
せ
る
表
示
に
よ
り
消

費
者
が
注
文
し
た
場
合
は
、
契
約
を

取
り
消
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●「
定
期
縛
り
な
し
」の
広
告
を
見
て
、

２
回
目
か
ら
解
約
し
よ
う
と
し
た
ら

「
特
別
割
引
ク
ー
ポ
ン
」を「
利
用
す

る
」ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
で
、
４
回
購

入
が
条
件
の
定
期
コ
ー
ス
に
替
わ
り

１
回
の
み
の
購
入
で
は
解
約
で
き
ず
、

　読
書
の
秋
に
、
雑
誌
は
い
か
が
で
す
か
？

～
図
書
館
で
気
軽
に
読
み
比
べ
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

事例  スマートフォンで、「定期
縛りなし」「初回、2,000円」と
いう美容液の定期コースを注
文した。初回の商品が届いたので解約した
いと伝えたら、「特別割引クーポンを利用し
てコースを変更しているため、４回で４万
円分の商品を購入する必要が
ある」と言われた。注文完了画
面に割引クーポンが表示され
利用した記憶はあるが、納得
できない。
（相談者：40歳代女性）

(独)国民生活センター
発表資料より

一人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

 

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
商
工
課
）

お気軽にご相談ください

ネ
ッ
ト
注
文「
特
別
割
引

ク
ー
ポ
ン
」利
用
に
注
意
！

No.97

　

レ
ミ
さ
ん
の
愛
情
と
楽
し
い
ア

イ
デ
ア
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
レ

シ
ピ
本
で
す
。
パ
パ
っ
と
作
れ
て

家
族
に
喜
ば
れ
た
ら
文
句
な
し
！

レ
ミ
さ
ん
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て

い
る
お
皿
に
盛
り
つ
け
ら
れ
た
料

理
の
写
真
も
魅
力
的
で
す
。

『
平
野
レ
ミ
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
レ
シ
ピ

家
族
の
絆
は
ご
は
ん
で
深
ま
る
』

著
者
：
平
野
レ
ミ
／
発
行
：
主
婦
の
友
社

　

ね
ず
み
く
ん
は
お
友
達
の
こ
と

が
気
に
な
っ
て
、
ト
イ
レ
の
中
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
み
ん
な
の

う
ん
ち
は
ど
ん
な
の
か
な
？

　
前
作「
お
む
つ
の
な
か
、
み
せ
て

み
せ
て
！
」も
あ
わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

『
ト
イ
レ
の
な
か
、
み
せ
て
み
せ
て
！
』

文
・
絵
：
ヒ
ド
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ヒ
テ
ン

訳
　
　
：
松
永
　
り
え

割
引
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
た
ら
、

定
期
購
入
コ
ー
ス
に
替
わ
っ
て
い
た
！

ひ
と
こ
と
助
言
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,607人（−16）
　（男：14,916人

（−16）
・女：15,691人

（0）
）

●世帯数：14,404世帯（−4）
（令和4年10月1日現在）

（　）内は前月比

　

今
回
の
特
集
の
取
材
に
あ
た

り
、
約
50
㎞
の
道
の
り
を
自

転
車
で
走
破
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
運
動
不
足
の
自
分
に

と
っ
て
は
本
当
に
走
り
き
れ
る

の
か
不
安
で
し
た
が
、
E
バ
イ

ク
に
助
け
て
も
ら
い
、
な
ん
と

か
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
近
運
動
不
足
だ
な
と
感
じ

る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が

や
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
体

を
動
か
し
、
健
康
な
身
体
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

は
健
康
づ
く
り
や
子
育
て
環
境
づ
く
り
も
大
切
な
テ

ー
マ
。
そ
こ
で
市
で
は
昨
年
度
か
ら
園
部
公
園
の
再

整
備
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

既
に
様
々
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
大
型
遊
具
の

設
置
や
小
麦
山
の
遊
歩
道
の
充
実
、
か
つ
て
園
部
城

の
砲
台
や
見
張
り
場
も
あ
っ
た
山
頂
の
展
望
広
場
化

な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
城
址
公
園
と
し
て
城
郭
や

近
代
の
公
園
整
備
内
容
等
の
解
説
を
掲
示
と
の
声
も
。

案
内
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
活

用
も
効
果
的
と
聞
く
。
今
後
財
源
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
が
、
近
隣
だ
け
で
な
く
広

域
的
に
利
用
さ
れ
る
整
備
を
め
ざ
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
世
代
に
は
体
験
型
公
園
は
身
近

に
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
近
隣
の
山
や
河
川
、
水
路
、

田
ん
ぼ
な
ど
す
べ
て
が
公
園
で
あ
り
遊
び
場
で
あ
っ

た
。
い
つ
か
ら
か
子
ど
も
た
ち
は
野
山
を
走
り
回
ら

な
く
な
っ
た
。
こ
の
公
園
を
取
り
戻
そ
う
と
、
日
吉

中
世
木
で
は
空
き
地
に
丸
太
で
作
っ
た
遊
具
を
置
き
、

林
の
中
に「
森
の
遊
び
場
」を
つ
く
り
、
沢
や
小
川
で

川
遊
び
を
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
地
域
の
住
民
に
よ
る
地
域
の
公
園
づ
く
り
も
、

子
ど
も
達
の
す
ぐ
身
近
で
広
が
っ
て
ほ
し
い
。　

南
丹
市
長　
西
村　
良
平

　

園
部
公
園
は
モ
ミ
ジ
や
サ
ク
ラ
、
ク
ス
ノ
キ
、
カ

イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
が
鬱
蒼
と
繁
り
、
木
々
の
香
り

が
溢
れ
て
い
る
。
庁
舎
へ
の
出
退
勤
で
毎
朝
夕
公
園

を
横
切
る
。
通
路
に
は
城
郭
を
構
成
し
た
堀
や
塀
、

屋
敷
遺
構
な
ど
の
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
を

歩
く
と
、
不
思
議
と
か
つ
て
の
城
址
の
姿
を
空
想
す

る
。

　

明
治
30
年
・
39
年
の
２
度
に
わ
た
る
国
有
地
の
公

園
地
編
入
に
よ
り
園
部
公
園
は
設
置
、
拡
張
整
備
さ

れ
た
。
明
治
32
年「
京
鶴
鉄
道
」園
部
・
京
都
間
開
通

に
伴
う
旅
客
の
誘
致
手
段
と
し
て
園
部
城
址
の
公
園

化
は
地
域
活
性
化
の
目
玉
事
業
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
時
々
の
要
請
に
よ
っ
て
公
園
及
び
そ
の
周

辺
は
姿
形
を
変
え
て
き
た
。
現
在
の
公
園
駐
車
場
一

帯
は
大
正
期
に
整
備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
で
あ
っ

た
。
昭
和
39
年
に
は
水
泳
プ
ー
ル
や
幼
稚
園
、
昭
和

50
年
以
降
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
運
動
場

整
備
、
小
麦
山
の
三
重
櫓
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
国
際
交

流
会
館
や
博
物
館
・
図
書
館
、
女
性
の
館
設
置
な
ど

多
種
多
様
で
あ
る
。

　

さ
て
、
市
街
地
中
心
部
に
あ
る
園
部
公
園
は
周
辺

地
域
の
市
民
活
動
の
場
、
憩
い
の
場
で
あ
り
、
歴
史

や
文
化
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化

の
役
割
を
担
う
。
と
り
わ
け
少
子
高
齢
化
の
な
か
で

▲庭のキンミズヒキ


